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られる外側広筋の StO2 と心肺運動負荷試験で得られる運動耐容能指標や SpO2 の最低値
と相関関係を検討した．  
結果：最大負荷時の StO2 は 52.9%，SpO2-StO2 は 35.5%であった． StO2 は％肺拡散能
（ %DLco）のみ相関関係を認めた． SpO2-StO2 は最高酸素摂取量（ peakVO2），％肺活量
（%VC）,％肺拡散能（ %DLco），息切れ指標の baseline dyspnea index (BDI)，健康関連  
QoL（SGRQ）と相関関係を認めた(p＜0.05)．  
結語：労作時低酸素血症が強い間質性肺炎患者の骨格筋の酸素消費の指標は StO2 より，
酸素供給を加味した SpO2-StO2 の方が運動耐容能に影響し有用かもしれない．  
第 6 回三重県呼吸不全研究会に発表した．また，第 28 回日本呼吸ケア・リハビリテー
ション学会学術集会にて発表予定である．  
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